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結果 としては,次の所では ゞ合 う｡
Na n.～ 6 (a,b)-(20,9)
Ar n～ 9 (〟 ) (95,15)
bar単位
effective.pair pQten t iaiはIiqArlでは･うま く合 うが, liq
metal ではどう.レ4う意 味 が あ るのかはっきりし夜い｡metal の場合
は core･はsoft である｡
Q*: 武野
Simon eq.はlatticedynamicsか ら,すなわち, リソデマンの
の式 とグリュナイゼン定数を用いて出て くる0 年にVolg_meChange
VCよるphononの frequerlcya)の変化が重嬰 と思 うO
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単純な液体,特にアルゴンのモデrvVC対す る速度相関函数がRahmanl)に
ょり数値計算されてい るとRahmanの t<実験 "曲線を理論的に導 く試みは多
数あるが, Sears･2)D itinerantosci･=atormodelは簡潔であり,液






揺動一散逸走琴 を潤 さないO.我 .々昧原子 中速度,.嘩和振動子ポチ.ンシャル
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の中心の速度,原子 と調和癌動子ポテンVヤルの中心 との相対距線 ,,につい
ての方程式を平等に取扱 うこと'vcよ守り∴揺動エ■散逸定蜜を満す方程式の形が
ランダム夜力VC対する仮定 と熱平 衡セのい くっかの量に対する平均とか ら一
意的Vこ決まること督示 した｡それにより, Sears の 仮 定 を も とに して




甘.M.ri5k一般化したL｡ngevin 方程式として研期時刻 0か らの物理量
の運動を記述する方程式を導いた｡ これ に 対 し K･ubo6･) は 定 常 的 な
(Stationary) 一般化 した Langevin 方程式VCついて考察しているO
この式はIvioriの導 き方で初期時刻を--とすることにより握 られることを
示す , この境合ランダムな力は,一般の力学変数 と同棲VCieisenberg の
感動方程式を痛すことが示される｡ また摩傑函数 (friction function)
はランダム夜力の相槌函数で書 くことができるO
盟.前述 Ⅰでは調和痕動子ポテンVヤルの中心とい う童を導入しているO我
々は,そのような仮想的な量を使わずに 原 子 の 速度に対する一 般化 した
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液体 金属 に よる熱 中性子散乱
i:







量的桝 畜産の良い数値が必要 となって くる 0 -万,..散乱断 面積は動的構造因
子S(K･a')及びその自己成分Ss(K･W) か ら次式によって求め られる
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